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題材名 

「 歯(みがき)と口のイラストレーション 」 

主 眼＜フォーマット＞ 

「歯と口」について学んだ子どもたちが令和７年度に既習した歯磨きの重要性に着目し、

歯磨きを呼びかけるためにＡ５サイズのイラストレーションを制作することを通して、発

想・構想を経て思考・判断・表現、発信や実践できる力を培うことができる。 

主 眼 

令和７年度に「歯と口」に関する講演会等で学んだ学習体験を既習として、イラスト

レーション表現のために発想・構想を経て思考・判断・表現を通じてＡ５イラストレー

ション制作に取り組むことができる。 

学習課題では、 

「歯みがきに取り組むきっかけになるようなイラストレーションを描いてみよう」 

 

学習材 

・令和７年度に「歯と口」に関する講演会等で学んだ学習体験を既習とする。 

・イラストレーションとレタリングの意味を知るために副教材「美術資料」。 

・Ａ５サイズのコピー用紙、鉛筆またはシャープペンシル、色鉛筆、カラーペン、 

 プロッキー、マジック。 

 

成 果 

・２～３年生の多くがこの制作に意欲的であった。歯磨きを実践しようというきっかけ

を考えて表現をすることができていた。 

・ポスター制作については時間が相当にかかるため現在廃れているといえる状況だが、

ポスターという題材ではなくイラストレーションに変更、紙サイズや道具等配慮を考

えていけば可能性の余地がある。 

・授業時間は２～３時間だった。 

課 題 

・「歯と口」に関わる制作に取り組むには、授業時間の確保や保健委員会との連携等も視

野に入れて対応が必要になる。 

・制作が困難な生徒が全体の１割未満ぐらいいる。 


